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１. 10
魚
沼
市

報

う お
ぬ ま

お
も
な
内
容

新 年 の あ い さ つ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ２
エ フ エ ム 魚 沼 放 送 開 始 ・ ・ ・ ・ ・ Ｐ４
うおぬまｄｅ ” 愛 ” サポートイベント・ Ｐ６

　表紙の文字「愛」は小出高校３年の
星彩香さんが、「１年間が愛にあふれ
たステキなものになって欲しい」とい
う思いを込めて書いてくれました。

写真：藤権現山から市街を一望
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新
年
に
相
応
し
い
一
文
字
を
小
出
高
校
の
「
書
道
」
選
択
の
生
徒

よ
り
書
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。お
寄
せ
い
た
だ
い
た
書
の
中
か
ら
、

一
部
作
品
を
生
徒
の
思
い
と
併
せ
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。

●３年  金澤海斗くん   「巡」

　新年が始まりました。良い年、良い人

生になるきっかけと巡り合いましょう。

●
３
年  

青
木
泉
さ
ん  「
縁
」

　

市
内
の
人
た
ち
が
縁
に
よ
っ
て
交
流
を
深
め
、

よ
り
良
い
ま
ち
づ
く
り
が
出
来
ま
す
よ
う
に
。

●
１
年  

湯
本
夏
未
さ
ん  「
幸
」

　

す
べ
て
の
人
が
、
今
年
一
年
幸
せ
に
な
っ
て
欲

し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
。

●３年  渡辺和哉くん   「郷」

　地方創生の今、大好きな故郷を活発に

していきたいという思いを込めて。

●
３
年  

小
杉
綾
音
さ
ん  「
飛
」

　

大
き
く
羽
ば
た
き
、
飛
翔
で
き
る
年
で
あ
り
ま

す
よ
う
に
。

２０１６

市
民
の
皆
さ
ん
が

幸
多
き
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に

謹
ん
で

 

新
年
の
お
慶
び
を

      

申
し
上
げ
ま
す
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魚
沼
市
長　大

平　

悦
子

学
び
、
支
え
あ
う
ま
ち
魚
沼
」
と
し
、

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
す
す
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
魚
沼
市
の
「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、「
し

ご
と
づ
く
り
」、「
ひ
と
の
流
れ
づ
く

り
」、「
若
い
世
代
の
希
望
が
叶
う
環

境
づ
く
り
」、「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
」
の
四
つ
の
戦
略
を
、
魚

沼
市
民
憲
章
に
あ
る
『
学
び
愛
』、『
支

え
愛
』、『
助
け
愛
』
を
も
っ
て
市
民
の

皆
様
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
心
よ

り
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
日
ご
ろ
よ
り
、
市
政

に
格
別
な
る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
い

た
だ
き
感
謝
と
、
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　

昨
年
は
、
第
一
次
総
合
計
画
の
総

仕
上
げ
の
一
年
で
あ
り
ま
し
た
。
６
月

に
長
年
の
懸
案
事
項
で
あ
り
ま
し
た

魚
沼
市
立
小
出
病
院
が
開
院
し
、
地

域
完
結
型
の
医
療
が
完
成
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
家
庭
に
緊
急
告
知
ラ
ジ
オ

を
配
布
し
、

１２
月
に
は
新
斎
場
の
供

用
を
開
始
し
た
こ
と
に
よ
り
、
市
民
の

生
命
、
財
産
を
守
り
、
安
心
し
て
暮

せ
る
生
活
環
境
の
整
備
に
努
め
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

本
年
は
、
第
二
次
総
合
計
画
の
初

年
度
で
あ
り
、
魚
沼
市
の
こ
れ
か
ら

の
１０
年
の
目
指
す
姿
を
「
人
が
集
い
、

学
び
愛
　
支
え
愛
　
助
け
愛
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８１．４MHZ へＦＭラジオ周波数は

エフエム魚沼放送開始

問　秘書広報室　☎７９２－１４９４

　１２月１７日よりコミュニティＦＭ放送局「エフエム魚沼」が、放送開始になりまし

た。コミュニティＦＭ放送は、ニュースやタウン情報など魚沼の今を伝えるだけでなく、

災害時には緊急放送を行い貴重な情報源となります。魚沼市も、朝夕の放送枠の中で行

政情報をお伝えします。開局にあたり、「エフエム魚沼」の現場の声とともに、緊急放

送や魚沼市の行政情報等についてお知らせします。

　ラジオはテレビやインターネットと違い、家事や運転
など他のことをやりながらでも聴くことができます。ま
た映像等がない分、話している人や紹介している名所を、
想像力を掻き立たたせながら聞くことができます。
　ＦＭうおぬまでは、市民が楽しみにしている話題や情
報をてんこ盛りにしてお届けします。「魚沼市民による・
市民のためのラジオ局を目指して！」が私たちのスロー
ガン。皆さまと一緒になって番組をつくり、一緒にラジ
オ放送を楽しみたいと思っています。地域の自慢・お宝・
名物などの番組情報を募集しておりますので、皆さまも
情報をドンドンお寄せください。地域色にあふれた、温
かみのある放送局を目指します。ぜひ皆さまのご支援・
ご参加をお待ちしております。（エフエム魚沼株式会社　
☎７９３－７８１４）

　魚沼市の行政情報は毎週月曜から金

曜まで朝夕の２回放送します。各種イ

ベント情報から制度等のくらし役立つ

情報まで、ぜひお聞きください。

○朝：　７時３０分～　８時００分

○夕：１６時５０分～１７時２０分

地
域
色
に
あ
ふ
れ
た

温
か
み
の
あ
る
放
送
局
へ

エ
フ
エ
ム
魚
沼
株
式
会
社　

瀧
澤  

博
忠  

社
長

メインパーソナリティを ＣＨＥＣＫ

　

番
組
の
醍
醐
味
は
地
域
密
着
。

投
稿
や
リ
ク
エ
ス
ト
に
よ
る
リ
ス

ナ
ー
と
の
交
流
を
楽
し
み
に
、
市

民
目
線
の
番
組
を
多
く
作
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
目
指

す
は
皆
さ
ん
の
情
報
発
信
の
起
点

と
し
て
利
用
い
た
だ
け
る
放
送
局

で
す
。

　

私
た
ち
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
は
、

こ
れ
ま
で
全
く
異
な
る
仕
事
を
し

て
い
た
中
で
新
た
な
挑
戦
と
し
て

地
域
の
皆
さ
ん
に
声
を
お
届
け
す

る
仕
事
を
選
び
ま
し
た
。
初
め
は

不
慣
れ
な
部
分
も
あ
る
で
し
ょ
う

が
、
魚
沼
市
の
人
と
魅
力
を
伝
え

た
い
と
思
う
気
持
ち
は
誰
よ
り
も

持
っ
て
い
ま
す
。

　

産
ま
れ
た
て
の
放
送
局
で
す
の

で
、
ど
う
か
温
か
い
耳
で
お
聴
き

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

熱い気持ちで魚沼を伝える 覚張　秀都  局長

Syuto  Gakuhari

Chiemi  Hasebe

　

今
は
メ
イ
ン
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
と

し
て
、
不
安
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
開

局
に
当
た
り
、多
く
の
人
と
出
会
い
、

多
く
の
人
に
励
ま
さ
れ
、
充
実
し
た

日
々
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

も
ち
ろ
ん
、
家
族
も
応
援
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。
だ
か
ら
、頑
張
り
ま
す
。

　

ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
く
だ
さ
る
リ
ス

ナ
ー
の
皆
さ
ま
が
、
思
わ
ず
ラ
ジ
オ

に
向
か
っ
て
会
話
を
し
て
し
ま
う
よ

う
な
放
送
が
で
き
る
と
う
れ
し
い
で

す
ね
。

　

魚
沼
は
お
米
に
お
酒
に
山
菜
に

野
菜･･･

。
景
色
も
素
晴
ら
し
く
、

自
信
を
持
っ
て
誇
れ
る
地
域
で
す
。

こ
の
土
地
に
住
み
始
め
て
８
年
、
ラ

ジ
オ
の
放
送
を
通
し
て
、も
っ
と
も
っ

と
魚
沼
の
良
い
と
こ
ろ
を
知
り
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ま
、
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

リスナーが話しかけてくれる番組を 長谷部　チエミ  さん  

問　危機管理室　☎７９２－９２１４

エ
フ
エ
ム
魚
沼
の
電
波
を
利
用
し
、
次
の
緊

急
情
報
が
伝
達
さ
れ
る
予
定
で
す

（
伝
達
す
る
緊
急
情
報
の
例
）

◦
災
害
時
の
避
難
勧
告
、
避
難
指
示
等
の
緊

急
情
報

◦
長
時
間
に
渡
る
停
電
の
情
報

◦
国
民
保
護
情
報
（
大
規
模
テ
ロ
情
報
、
弾

道
ミ
サ
イ
ル
発
射
情
報
ほ
か
）

◦
気
象
等
に
関
す
る
の
特
別
警
報
（
大
雨
、

暴
風
、
暴
風
雪
、
大
雪
ほ
か
）

◦
緊
急
地
震
速
報
（
震
度
４
以
上
の
地
域
、

最
大
震
度
が
５
弱
以
上
と
発
表
の
場
合
）

◦
そ
の
他
生
命
財
産
に
関
わ
る
重
要
情
報

　各世帯へ貸与した「緊急告知ラジオ」について、
以下の点をご留意ください。使用方法は、配布時
に同封されている説明書をご確認ください。

防
災
ラ
ジ
オ
の
受
信
状
況
が
悪
い
場
合

　

電
波
は
小
出
ス
キ
ー
場
の
送
信
所
か
ら
で

て
い
ま
す
。ア
ン
テ
ナ
の
方
向
を
調
整
す
る
、

窓
側
に
移
動
す
る
、
付
属
品
の
Ｔ
字
型
簡
易

ア
ン
テ
ナ
（
白
く
て
長
い
コ
ー
ド
の
ア
ン
テ

ナ
）
を
外
部
Ａ
Ｎ
Ｔ
端
子
に
差
し
込
ん
で
み

る
（
上
記
写
真
）
な
ど
の
方
法
に
よ
り
受
信

状
況
が
改
善
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
お

試
し
下
さ
い
。

　

ど
う
し
て
も
受
信
で
き
な
い
場
合
は
、
危

機
管
理
室
ま
で
ご
相
談
願
い
ま
す
。

ラジオ右脇に「外部ＡＮＴ
端子」があります
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現
代
の
価
値
観
は
多
様
化
し
、
様
々

な
こ
と
に
幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
が
、
そ
の
中
で
最
も
大
き
な
部
分

を
占
め
る
の
が
、「
家
族
の
幸
せ
」
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
そ
の
た
め
、
市
で
は
結
婚
を
望
む
独

身
男
女
の
婚
活
（
結
婚
活
動
）
を
支
援

す
る
と
と
も
に
、
婚
活
を
単
な
る
「
結

婚
相
手
探
し
」
の
機
会
と
す
る
の
で
は

な
く
、結
婚
の
先
に
あ
る
新
生
活
や「
妊

娠
・
出
産
・
子
育
て
」
と
い
っ
た
将
来

の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
（
人
生
設
計
）
を

考
え
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
一
人
で
も
多
く
の
市
民
が
結
婚
を

通
じ
て
幸
せ
な
家
庭
が
築
け
る
よ
う
支

援
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　婚活や自分磨きのスペシャリストから内面、外見のブ
ラッシュアップや、コミュニケーション力を高める方法、
後悔しない将来のライフデザイン等について、男女一緒
に楽しく学ぶ３回シリーズのセミナーを開催し、最終回
終了後に交流パーティーを行います。

問　企画政策室　☎７９２－１４２５

心
強
い
講
師
陣
が
あ
な
た
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

独身者対象　セミナー＆ワークショップ１

独身のお子さんをお持ちの親御様対象　結婚セミナー２
　独身のお子さんをお持ちの親御様を対象に、昨今の結
婚事情や息子、娘との正しいコミュニケーション方法な
どについて学びます。セミナー修了後、親御様同士の交
流会を行います。

日　平成 28 年 3 月 27 日 ( 日 ) 13:30 〜 15:00
　　※終了後に交流会を予定しています
場　小出ボランティアセンター
￥　無料
対　独身のお子さんをお持ちの親御様　60 名程度　
〆　平成 28 年 3 月 11 日（金）先着順
講　羽林由鶴／心理カウンセラー

① 2/20 講師　松尾知枝さん
　５００社以上の企業等の男性と合コンし、分

析結果を合コン総研アナリストとして独自の観

点から発信し続けている。TV・雑誌などのメディ

ア出演も多数。

  岩村増美さん
  （姿勢・歩き方）

misato さん
 （ヘアメイク）

  橋本美和さん
（ファッション等）

② 3/5 講師陣　美の魔術師があなたを変える。

③ 3/26 講師　羽林由鶴さん
　結婚・恋愛カウンセリング、コーチング技術

を取り入れた学校教育活動を行う心理カウンセ

ラー。現場経験に基づいたカウンセリング・コー

チング 手法は口コミから広まる。

○申し込み・お問い合わせは、企画政策室　☎７９２－１４２５までお気軽にご連絡ください。
※魚沼市ホームページ内の「うおぬまｄｅ “ 愛 ” サポートイベント」からも、くわしい内容の確認やお申込みができます。

日　①平成 28 年 2 月 20 日 ( 土 )13:30 ～ 16:30
内　テーマ「ライフデザインを考える」
　　幸運を引き寄せ自分の人生の「自己実現」が叶　　
　　う方法
　　②平成 28 年 3 月   5 日 ( 土 )13:30 ～ 16:30 
　　テーマ「外見から自分を変える」
　　新潟テレビ２１の「女性応援プロジェクト」で
　　おなじみの人気講師陣があなたをステキにブ
　　ラッシュアップ
　　③平成 28 年 3 月 26 日 ( 土 )13:30 ～ 16:30
　　テーマ「内面から魅力を伝える」
　　恋愛も仕事もあなたの思い通りになっていくそ
　　の簡単な方法
　　※内容は若干変更する可能性もあります。
　　※３つのセミナーの連続受講が原則となります。
場　小出ボランティアセンター
￥　無料 ( ただし交流パーティーは別途実費徴収 )
対　独身男性 30 名程度
　　( 魚沼市在住・勤務者優先 )
　　独身女性 30 名程度 ( フリー )
〆　平成 28 年 2 月 12 日（金）男女ともに先着順

２０１６ うおぬまｄｅ “愛 ” サポートイベント開催

恋
の
予
感   

結
婚
の
予
感

日帰り婚活イベント３
　日帰りの婚活イベントを開催します。ご希望の日程に
お申込みください。
※男性は事前セミナーを開催します。

日　①平成 28 年 2 月 28 日 ( 日 ) 14:00 〜 19:30
　　②平成 28 年 3 月 12 日 ( 土 ) 14:00 〜 19:30
場　市内スキー場他
￥　男性 5,000 円　女性 2,000 円
対　独身男女各 15 名程度 ( 男性：魚沼市在住・
　　勤務者優先・定員を超える場合は抽選、
　　女性：フリー）
〆　男性　① 2 月 17 日（水）　② 3 月 2 日（水）
　　女性　定員になり次第終了（キャンセル待ち可）

日　①平成 28 年 2 月 20 日 ( 土 ) 18:30 〜 20:30
　　②平成 28 年 3 月   5 日 ( 土 ) 18:30 〜 20:30
場　①②ともに小出ボランティアセンター

○事前セミナー日時
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基
づ
き
、

厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
委
員
で
、

児
童
福
祉
法
の
児
童
委
員
を
兼
ね
、
正
式
に

は
「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
」
と
い
い
ま
す
。

ま
た
、
各
地
区
に
児
童
に
関
す
る
こ
と
を
専

門
的
に
担
当
す
る
主
任
児
童
委
員
が
い
ま
す
。

　

市
内
で
担
当
地
区
を
持
っ
て
活
動
す
る

１
１
２
人
の
委
員
と
、
９
人
の
主
任
児
童
委

員
が
、
高
齢
者
や
子
ど
も
、
く
ら
し
の
中
の

相
談
を
受
け
、
福
祉
関
係
機
関
な
ど
適
切
な

機
関
と
の
橋
渡
し
を
行
い
、
地
域
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
よ
う
に
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◦
見
守
り
、
相
談　

高
齢
者
宅
の
訪
問
、
一

人
暮
ら
し
高
齢
者
宅
の
見
守
り
、
介
護
保
険

や
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
相
談

◦
そ
の
他　

地
域
事
業
へ
の
参
加
、
紙
お
む

つ
券
の
配
布
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
協
働

事
業
、
保
育
園
・
学
校
行
事
へ
の
参
加

◦
会
議　

民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
定
例

会
、
研
修
会
な
ど

◆
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
は

◆
仕
事
内
容
は

◆
相
談
・
支
援
件
数　

◦
Ｈ

２６
年
度　

延
べ
３
、３
０
３
件

　

内
容
：
日
常
的
な
支
援
８
６
５
件
、
在

宅
福
祉
４
２
４
件
、
子
ど
も
の
地
域
生
活　

３
２
２
件

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆　相談について　◆
　民生委員や児童委員に相談したいが、連絡先がわからない場合は、下記までお問い合わせください。

　担当の民生委員さんから連絡をします。

　問　魚沼市社会福祉協議会　☎７９２－８１８１　　厚生室　☎７９２－９７６７

私
た
ち
が
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
で
す
。
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　幼稚園教諭を退職し、主任児

童委員の委嘱を受け、今年で 6

年目になります。子どもたちに心

配な面がみられる場合は、学校

からの依頼を受け、民生委員とと

もに、家庭環境や地域での状況

を学校と情報共有し、問題の解

決へむけて相談などを行います。

　児童委員は家庭や学校との信

頼関係が一番大切。地域の身近

な児童委員へ心を打ち明けるこ

とで、きっと問題解決の糸口が見

つかるはずです。

守門地区担当　岡部栄子さん
（在任期間／平成２２年１２月１日〜現在）

吉田地区担当　渡部誠一さん
（在任期間／平成１９年１２月１日〜現在）

信頼関係が一番大切

　民生委員になり、最初は戸惑

う部分もありましたが、自ら地

域に溶け込み積極的に情報を集

め、潜在的な地域の問題に対処

できるようになると、徐々にやり

がいを感じるようになりました。

　「民生委員は大変だ」という

イメージがありますが、人や社

会のためになり、自らの生きが

いにもなるやりがいのある仕事

です。これからも「民生委員を

楽しむ」という気持ちを持って、

笑顔で相談に乗りたいです。

民生委員を楽しみたい

もっと知ってほしい　民生委員・児童委員

問　厚生室　☎７９２－９７６７

　今年１２月１日に民生委員・児童委員の一斉改選が予定されています。高齢

の人、障害のある人、お子さんへ寄り添い、問題解決の助けとなる民生委員や

児童委員とはどんな仕事なのでしょうか。まちの身近な相談役として、地域を

支える両委員について理解を深めてみましょう。

まちの身近な 相 談 役

2 月 1 日から本人通知制度を開始します
　　　　　（事前登録は 1 月 15 日から）

■
登
録
で
き
る
人

◦
魚
沼
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記

載
さ
れ
て
い
る
人(

５
年
以
内
に

除
か
れ
た
人
も
含
む
）

◦
魚
沼
市
の
戸
籍
に
記
載
さ
れ
て

い
る
人
（
除
か
れ
た
人
も
含
む
）

※
た
だ
し
、
死
亡
し
た
人
、
失
踪

宣
告
を
受
け
た
人
は
登
録
で
き
ま

せ
ん
。

■
登
録
手
続
き

　

本
人
確
認
書
類（
運
転
免
許
証
、

パ
ス
ポ
ー
ト
、
写
真
付
き
住
民
基

本
台
帳
カ
ー
ド
等
）
を
持
参
の
う

え
、
市
民
課
市
民
生
活
室
（
小
出

庁
舎
）、
又
は
各
庁
舎
の
市
民
セ

ン
タ
ー
等
で
登
録
の
手
続
き
が
で

き
ま
す
。

※
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し

て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

本
人
通
知
制
度
と
は
、
戸
籍
や

住
民
票
の
写
し
等
の
証
明
書
を
本

人
の
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付
し

た
と
き
、
市
に
事
前
に
登
録
し
た
人

に
対
し
て
、
証
明
書
を
交
付
し
た
こ

と
を
本
人
に
お
知
ら
せ
す
る
制
度

で
す
。
不
正
請
求
及
び
不
正
取
得

に
よ
る
個
人
の
権
利
の
侵
害
の
抑
止

及
び
防
止
を
図
る
も
の
で
す
。

　

な
お
、
交
付
の
可
否
を
登
録
者

に
確
認
す
る
制
度
、
及
び
交
付
が

で
き
な
い
よ
う
に
す
る
制
度
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

問　市民生活室　☎７９２－１１１２

■
制
度
の
流
れ

しっかり守ろう個人情報

通
知
を
希
望
す
る
人
が
事
前
に

市
に
登
録
す
る

事
前
の
登
録

第
三
者
や
代
理
人
が
登
録
者
の

証
明
書
を
取
得
す
る

第
三
者
に
よ
る
戸
籍
等
の
取
得

市
が
戸
籍
謄
本
や
住
民
票
を
交

付
し
た
こ
と
を
登
録
者
本
人
に

通
知

登
録
者
へ
の
通
知

神保 昭一 さん

　永年にわたり小出町議
会議員として在職し、優
れた英知と政治判断で、
小出町の進展と住民生活
の向上に貢献されました。

永
年
の
功
績
を
讃
え
て

　

神
保
昭
一
さ
ん
並
び
に
山
森
稔
さ
ん
が
旭
日
単
光
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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山森  稔 さん

　永年にわたり守門村議
会議員として在職し、優
れた英知と政治判断で、
守門村の進展と住民生活
の向上に貢献されました。

星　　巽
たつみ

 さん

　湯之谷村長や湯之谷地
域森林組合代表理事組合
長及び魚沼市森林整備委
員会会長として、永年に
わたり地域林業の振興に
寄与されました。

　

星
巽
さ
ん
が
新
潟
県
林
業
功
労
者
表
彰
を
受
け
ま
し
た
の
で
、

ご
紹
介
し
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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期
２
月

１６
日
㈫
～
３
月

１５
日
㈫

○
受
付
時
間　

９
時
～

１６
時

期
２
月

１６
日
㈫
～
３
月

１５
日
㈫

　
※
土
日
は
行
い
ま
せ
ん
が
、
２

月
２８
日
㈰
と
３
月
６
日
㈰
は
午
前

９
時
～

１１
時

３０
分
の
間
で
休
日
相

談
を
実
施
し
ま
す
。

※
土
日
は
行
い
ま
せ
ん
。

持
基
本
的
に
市
県
民
税
申
告
と
同

じ
で
す
が
、還
付
申
告
す
る
人
は
、

本
人
名
義
の
通
帳
な
ど
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
が
必
要
で
す
。

■
所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
人

○
事
業
を
し
て
い
る
人
や
、地
代
、

　

家
賃
な
ど
の
不
動
産
所
得
が
あ

　

る
人

○
平
成

２７
年
中
に
譲
渡
所
得
が
あ

　

る
人

○
給
与
所
得
者
で
次
に
該
当
す
る
人

◦
年
末
調
整
が
済
ん
で
い
な
い
人

◦
給
与
を
２
か
所
以
上
か
ら
受
け

    

て
い
る
人

◦
給
与
所
得
、
退
職
所
得
以
外
の

　

所
得
が

２０
万
円
を
超
え
る
人

　

農
業
や
不
動
産
、
営
業
所
得
に

お
け
る
収
支
内
訳
書
作
成
の
方
法

が
分
か
ら
な
い
人
等
を
対
象
に
、

税
務
室
職
員
が
事
前
相
談
を
行
い

ま
す
。
ま
た
、「
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
」
で
作
成
を
し
て
み
た
い

が
、
作
成
方
法
が
分
か
ら
な
い
と

い
う
人
の
ご
相
談
に
も
応
じ
ま

す
。
た
だ
し
、
来
場
者
多
数
の
場

合
は
受
付
が
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※
譲
渡
所
得
・
損
失
申
告
・
青
色

申
告
の
人
は
対
象
外
で
す
。

日
２
月
１
日
㈪
～
５
日
㈮

　

午
前　

９
時
～
１１
時

３０
分

　

午
後　

１３
時
～

１６
時

場
湯
之
谷
庁
舎
１
階

　
　
　
　
　
　

税
務
室
市
民
税
係

持
１０
ペ
ー
ジ
の
「
申
告
に
必
要
な

　

も
の
」
に
記
載
し
て
あ
る
も
の

申
不
要

　

自
宅
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
で

き
る
パ
ソ
コ
ン
・
プ
リ
ン
タ
ー
が

あ
れ
ば「
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
」

か
ら
確
定
申
告
書
の
作
成
・
印
刷

が
で
き
ま
す
。（
白
黒
印
刷
可
。

印
刷
後
は
小
千
谷
税
務
署
に
郵
送

す
れ
ば
Ｏ
Ｋ
）
ま
た
、
収
支
内
訳

書
等
の
デ
ー
タ
を
保
存
で
き
る
た

め
、
次
年
も
加
工
し
て
使
え
て
便

利
で
す
。
さ
ら
に
電
子
証
明
書
等

が
あ
れ
ば
、
電
子
申
告
（
ｅ 

︱
Ｔ

ａ
ｘ
）
も
可
能
で
す
。

国税庁ホームページ
　http://www.nta.go.jp

　電子証明書は個人番号カー

ド等に格納されます。個人番

号カードの手続きは市民生活

室（☎７９１－１１１２）ま

でお問い合わせください。

市県民税申告

問 税務課税務室　

　☎７９２－９７５１

所得税申告

問 小千谷税務署　
　☎０２５８－８３－２０９０

＊例年、農業所得の収支内訳書が未作成のまま申告
会場に来場する人がいます。ＪＡ北魚沼様主催の農
業所得収支内訳書作成相談会（１月下旬開催予定。
ＪＡ広報誌「あぐりーん」参照）等を活用し、 収支内
訳書を完成させてから申告会場へお越しください。
＊農業所得以外でも収支内訳書や医療費の集計を完
成させてから申告会場へお越しください。

①
平
成

２３
年
分
の
確
定
申
告
か
ら

公
的
年
金
等
の
収
入
金
額
の
合
計

が
４
０
０
万
円
以
下
で
あ
り
、
か

つ
公
的
年
金
等
に
係
る
雑
所
得
以

外
の
所
得
金
額
が

２０
万
円
以
下
の

場
合
、
所
得
税
の
確
定
申
告
は
不

要
に
な
り
ま
し
た
が
、
次
の
場
合

は
市
県
民
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

◦
公
的
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
人

◦
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
料
な
ど

の
控
除
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
人

※
所
得
税
の
還
付
を
受
け
る
場
合

は
、
確
定
申
告
書
の
提
出
が
必
要

で
す
。

②
確
定
申
告
書
へ
の
復
興
特
別
所

得
税
額
の
記
載
も
れ
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

小
千
谷
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確定申告書は
  小千谷税務署へ
　市では、市県民税の申告
期間に限り確定申告書の受
付・受理を行っていますが、
所得税の確定申告書の受付
場所は原則、小千谷税務署
です。
　税務署から確定申告書ま
たは案内ハガキが送付され
た人は、なるべく税務署へ
提出してください。

ご注意

　次に該当する人はなるべ
く小千谷市総合産業会館

「サンプラザ」で確定申告
をしてください。

○譲渡所得がある人
　（土地・建物・株式等）

※公共事業で市や県に土地等

を売却された場合は、市の申

告相談会でも受け付けます。

○損失申告をする人
○青色申告をする人

○
受
付
時
間

　

午
前 

９
時
～

１１
時

３０
分

　

午
後  

１３
時
～

１６
時

※
混
雑
状
況
に
よ
り
、
受
付
終

了
を
早
め
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
告
に
よ
り
税
額
が
大
き
く
変

わ
る
場
合
（
次
の
場
合
は
、
申
告

を
し
な
い
と
控
除
が
受
け
ら
れ
ま

せ
ん
。）

※
年
末
調
整
済
み
の
人
を
除
く
。

・
国
民
健
康
保
険
税
を
支
払
っ
て

い
る
場
合

・
障
害
者
控
除
、
寡
婦
（
夫
）
控

除
に
該
当
す
る
場
合

・
年
金
収
入
が
１
４
８
万
円
を
超

え
る

６５
歳
以
上
の
人
で
、
扶
養
親

族
等
申
告
書
を
提
出
し
て
い
な
い

場
合

■
申
告
が
必
要
な
人

　

前
述
の
①
～
④
に
あ
て
は
ま
ら

な
い
人
で
、
平
成

２８
年
１
月
１
日

現
在
、
魚
沼
市
に
住
所
が
あ
る
人

は
平
成

２７
年
中
の
収
入
に
つ
い
て

申
告
が
必
要
で
す
。

■
申
告
に
必
要
な
も
の

・
印
鑑(

認
印
で
可
）、
筆
記
用
具

・
本
人
名
義
の
通
帳
等
口
座
番
号

が
わ
か
る
も
の
（
所
得
税
還
付
申

告
の
場
合
）

・
収
支
内
訳
書
（
営
業
・
農
業
・
不

動
産
所
得
が
あ
る
人
）

・
給
与
や
公
的
年
金
の
源
泉
徴
収

票
の
原
本
、
ほ
か
収
入
等
が
確
認

で
き
る
書
類

・
医
療
費
控
除
を
受
け
る
場
合
は

医
療
費
の
領
収
書
及
び
明
細
書

（
必
ず
医
療
を
受
け
た
人
ご
と　

に
集
計
し
て
く
だ
さ
い
。）

・
国
民
年
金
保
険
料
、生
命
保
険
料
、

地
震
保
険
料
、
旧
長
期
損
害
保
険

料
の
支
払
証
明
書
（
ハ
ガ
キ
等
）

・
平
成

２７
年
分
所
得
申
告
参
考
資

料
（
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保

険
料
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

の
納
付
額
の
お
知
ら
せ
）

※
「
納
付
額
の
お
知
ら
せ
」
は
１

月
下
旬
に
送
付
予
定
で
す
。

※
１４
時
頃
ま
で
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※
期
間
中
、
税
務
署
内
で
は
申

告
相
談
を
行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。

場
小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館

　
　
「
サ
ン
プ
ラ
ザ
」
３
階 

　
　
（
小
千
谷
市
城
内
１
丁
目
８
ー

２５
）

申告に関するお願い

■
次
の
会
場
で
も
受
付
を
し
ま
す
。

○ 

守
門
会
場

日
２
月

２２
日
㈪
～
２
月

２４
日
㈬

場
守
門
会
館
（
守
門
庁
舎
）　

　
　
　

３
階　

３
０
１
会
議
室

 

○
入
広
瀬
会
場

日
２
月

２５
日
㈭
・
２
月

２６
日
㈮

場
魚
沼
市
役
所
入
広
瀬
庁
舎

　
　
　
　

３
階　

多
目
的
ホ
ー
ル

★
受
付
時
間
（
両
会
場
と
も
）　

　
　

午
前
…
９
時
～
１１
時

３０
分

　
　

午
後
…

１３
時
～

１６
時

※
申
告
が
必
要
で
い
ず
れ
の
会
場

に
も
来
る
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、

税
務
室
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
申
告
を
し
な
く
て
も
良
い
人

①
税
務
署
に
所
得
税
の
確
定
申
告

を
し
た
人

②
給
与
収
入
の
み
で
、
勤
務
先
か

ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
お
り
、
年
末
調
整
が

済
ん
で
い
る
人

③
年
齢

６５
歳
以
上
で
１
４
８
万
円

以
下
の
年
金
収
入
の
み
の
人

④
収
入
が
な
か
っ
た
人
で
、
同
一
生

計
の
人
の
扶
養
と
な
っ
て
い
る
人

※
た
だ
し
、
国
民
健
康
保
険
に
加

入
し
て
い
る
人
、
所
得
証
明
等
が

必
要
に
な
る
人
は
、「
市
県
民
税
申

告
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

申
告
期
間
中
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
告
書
は
、
税
務
室
・
市
民

セ
ン
タ
ー
・
北
部
振
興
事
務
所
、

入
広
瀬
分
室
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

場
魚
沼
市
役
所
湯
之
谷
庁
舎 

　
　
　

   

３
階 

申
告
相
談
会
場

※
８
時

３０
分
ま
で
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

ご注意ください

　確定申告が不要でも、給与、公的年
金以外に収入があった人は、住民税申
告が必要です。

【例】年貢を受領している人、シルバー
人材センター配分金や報酬がある人、
太陽光発電で売電収入がある場合など。

市
県
民
税
の

申
告
と

所
得
税
の
申
告
相
談
会
を
行
い
ま
す

 市報うおぬま11  市報うおぬま11

税務室より
３つのお知らせ

１

２
事
前
申
告
準
備
相
談
会
に
つ
い
て

３

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告
書

を
作
成
で
き
ま
す

記
帳
義
務
に
つ
い
て

　

営
業
・
農
業
・
不
動
産
の
収
入

が
あ
る
人
は
、
収
入
と
支
出
を
１

年
ご
と
に
記
録
又
は
記
帳
す
る
義

務
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
帳
簿
は

７
年
、
領
収
書
は
５
年
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
す
。



問　

北
部
振
興
事
務
所　

　
　
　

☎
７
９
７
・
２
３
６
０

通
話
録
音
装
置
を
無
料
で
貸
出
し
ま
す

　

振
り
込
め
詐
欺
や
悪
質
商
法
勧
誘
な
ど
の

迷
惑
電
話
に
不
安
を
感
じ
て
い
ま
せ
ん
か
？

市
で
は
、
警
告
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
特
殊
詐
欺
等

を
抑
止
す
る
効
果
が
高
い
通
話
録
音
装
置
を

無
料
で
貸
出
し
ま
す
。

　

こ
の
装
置
は
ご
家
庭
の
電
話
回
線
と
固
定

電
話
の
間
に
接
続
し
、
電
話
が
か
か
っ
て
く

る
と
発
信
者
に
「
こ
の
電
話
は
振
り
込
め
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
被
害
防
止
の
た
め
、
会
話
内

容
が
自
動
録
音
さ
れ
ま
す
。」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
流
れ
、
電
話
の
相
手
と
の
や
り
と

り
を
自
動
録
音
し
ま
す
。

対
市
内
に
お
住
ま
い
で

６５
歳
以
上
の
人
の
う

ち
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
人

①  

高
齢
者
の
み
世
帯
の
人　

　
  （

一
人
暮
ら
し
含
む
）

②  
日
中
、
高
齢
者
の
み
に
な
る
世
帯
の
人

③  
①
②
の
ほ
か
、
市
長
が
必
要
と
認
め
る
人

※
応
募
が
貸
出
し
台
数
を
超
え
た
場
合
は
、

世
帯
状
況
な
ど
を
審
査
の
上
、
緊
急
度
の
高

い
人
を
優
先
し
ま
す
。

※
黒
電
話
に
は
設
置
で
き
ま
せ
ん
。

期
装
置
設
置
日
か
ら
１
年
以
内
（
３
月
配
付

予
定
）

内
○
貸
出
台
数　

２０
台

　

○
利
用
料　

無
料

※
電
気
代
（
月

４０
円
程
度
）
は
使
用
者
負
担

申
申
請
書
を
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
又
は
各
市
民

セ
ン
タ
ー
等
・
北
部
振
興
事
務
所
に
提
出
（
郵

送
可
）　

※
申
請
書
は
同
所
ま
た
は
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

〆
平
成

２８
年
２
月

１５
日
㈪
必
着

他
設
置
工
事
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー
☎
７
９
２
・
８
８
４
４

■１１月の相談件数
　　　　…１１０件
　・電話　　６４件
　・来庁　　２９件
　・その他　１７件
{

　

日
の
出
と
と
も
に
起
き
、
朝
飯
前
に
田
ん

ぼ
と
畑
へ
行
っ
て
少
し
作
業
を
す
る
。
そ
し

て
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
「
朝
の
お
茶
会
」
に

参
加
し
て
か
ら
、
帰
っ
て
朝
ご
飯
を
食
べ
て

ま
た
仕
事
に
向
か
う
。
２
年
目
の
福
山
生
活

の
中
で
す
っ
か
り
定
着
し
た
サ
イ
ク
ル
。

　

朝
の
お
茶
会
に
集
ま
る
メ
ン
バ
ー
は
山
暮

ら
し
の
大
先
生
達
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
朝
仕
事

の
後
、
決
ま
っ
た
時
間
に
決
ま
っ
た
場
所
に

集
ま
る
。
そ
こ
で
あ
っ
た
か
い
缶
コ
ー
ヒ
ー

を
１
本
と
、
ち
ょ
っ
と
し
た
お
つ
ま
み
を
食

べ
な
が
ら
話
を
す
る
。
少
し
寒
く
な
っ
て
く

る
と
、手
作
り
の
ス
ト
ー
ブ
に
薪
を
く
べ
て
、

そ
れ
を
囲
ん
で
暖
を
と
る
。
こ
の
ス
ト
ー
ブ

No. ８

ＵＵ

ス  マ ルイ
商工 地域

の元
気は

　商工業の笑顔から

－ 買い物は地域内で　賑わいあるまちづくり ー

№
124

 
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

№
65

小
出
庁
舎
１
階
・
月
～
金
（
祝
日
除
く
）

８
時
３０
分
～
１７
時
１５
分
（
予
約
不
要
・
時
間
指
定
可
）

ひ

と
りで悩

ま
な
い

で

地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信

地
域
を
変
え
る
新
し
い
力

　堀之内商工会では、７～１１月の約５ヵ月間、繁盛店
づくりに取り組みました。参加店舗の成果の一部を紹介
します。直接、お店に行って、繁盛店づくりのノウハウ
を共有してみてください。

商品の開発

　「和菓子屋の技術を生かした新商品
開発に取り組み、新たなお客様へＰＲ
できるようになりました」（大吾菓子舗）
○客数　前年比 130.1％

お客様情報メモの実践

　「お客様の声を日々、記録すること
で、しみ抜きやお直しの細かい要望に
対応できるサービスを発信しました」

（クリーニングの紺新）
○客数　前年比 113.8％

入口に魅力をつくる

　「お客様の五感を刺激するＰＯＰ広告
や、外から店内を見通せるように工夫
したことで通行客の目を引くことができ
ました」（でんきと住まいのタマガワ）
○売上高　前年比 128.3％

魅せる商品陳列

　「お薦めの商品をコーナー化し、お
客様に伝わる手書きのＰＯＰ広告や魅
せる陳列により、商品の魅力を伝える
ことができました」（有限会社丸末書店）
○客単価　前年比 101.3％
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「繁盛店づくり事業・
実践コース」を開催

個 店 が元
気

に
！

賑わいのある商店街へ

　今回の取組の成果が、商店街全体の活性化につながることを
期待しています。

で
暖
ま
り
な
が
ら
飲
む
缶
コ
ー
ヒ
ー
が
な
ん

だ
か
格
別
に
う
ま
く
感
じ
る
。

　

先
生
達
は
み
ん
な
と
て
も
ユ
ー
モ
ア
が
あ

り
、
話
の
内
容
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
や
り
取

り
や
掛
け
合
い
が
面
白
く
て
い
つ
も
笑
わ
せ

ら
れ
る
。
そ
し
て
毎
日
色
々
な
情
報
や
話
題

が
出
る
の
で
と
て
も
勉
強
に
な
る
。
朝
一
番

に
笑
う
と
い
い
な
ん
て
い
う
記
事
を
何
か
で

見
た
気
が
し
た
け
ど
、
あ
な
が
ち
間
違
っ
て

な
い
な
と
思
う
。
現
に
、
今
年
は
農
作
業
だ

け
で
な
く
、
福
山
で
の
生
活
を
心
か
ら
楽
し

む
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
の
よ
う
な
時
間

が
あ
り
、
一
日
の
入
り
方
が
変
わ
っ
た
か
ら

で
は
な
い
か
と
思
う
。

　

こ
の
お
茶
会
に
参
加
さ
せ
て
も
ら
う
よ
う

に
な
っ
て
か
ら
、
早
起
き
す
る
こ
と
が
苦

じ
ゃ
な
く
な
っ
た
り
、
朝
ご
飯
を
毎
日
欠
か

さ
ず
作
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
、
い
い
こ
と

ず
く
め
で
あ
る
。ま
た
、あ
ん
な
に
嫌
い
だ
っ

た
ブ
ラ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
を
、
今
で
は
好
ん
で

飲
め
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
は
、
自
分
の
中

に
起
き
た
小
さ
な
変
化
で
あ
る
。

　

季
節
も
変
わ
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
２
年

目
の
冬
。
朝
の
お
茶
会
も
冬
休
み
。
少
し
寂

し
く
な
る
け
れ
ど
、
ま
た
春
を
迎
え
る
こ
と

が
去
年
よ
り
も
楽
し
み
に
感
じ
る
。

朝凛
りん

とした福山の
に
思
う

田渕  一平太　隊員

福山新田地区担当

次
は
竜
光
地
区
担
当
の
武
川
学
隊
員
で
す
。

怪しい電話をしっかり録音

貸与予定装置

　

　
　

健康　うおぬま

【特定不妊治療】体外受精及び顕微授精
◦１回の治療につき１５万円を上限に通算６回まで
　新潟県の助成制度に該当する場合は、その助成額を控

除した後の額が対象になります。先に県へ申請をし、助

成決定後に魚沼市の申請をしてください。

【一般不妊治療】上記以外で妊娠を可能にする治療と医師
が認める治療（タイミング療法、排卵誘発法、人工授精など）
◦１年度１回５万円を上限に通算５回

　魚沼市では、子どもが欲しくてもなかなか授からず

不妊治療を受ける人に、経済的負担を軽減するため治

療費の一部を助成しています。魚沼市の助成は、「特定

不妊治療」と「一般不妊治療」の両方が対象となります。

申請を希望する場合や、助成制度についてくわしく聞

きたいときは、遠慮なく健康増進室にご相談ください。

≪対象者≫

　◦不妊治療を受けている人

　◦申請日に魚沼市に住所のある人

　◦戸籍上の夫婦

　◦妻は、年齢が４３歳未満

問　健康増進室　☎７９２－９７６３

№
78
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不妊治療費助成制度

あなたを支える力になりたい

申請希望の連絡

申
請
か
ら
交
付
ま
で
の
流
れ

申請書の準備（健康増進室窓口、郵送、市ホームペー
ジからのダウンロード）

医療機関の証明を受ける

審査・助成決定・交付

申請書の提出（申請日からさかのぼって１年以内の治
療が対象　※県の制度と異なります。県は、年度単位）

問　商工振興室　☎７９２－９７５３
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く
　
ら
　
し

 ◆
高
齢
者
の
被
害
が
急
増
中
！

　

突
然
業
者
が
訪
ね
て
来
て
、
商

品
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
強
引
に
契

約
さ
せ
る
被
害
の
相
談
が
、
市
内

か
ら
も
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

◦
例
え
ば
︙
布
団
・
消
火
器
・
メ

ガ
ネ
・
電
話
配
線
交
換
な
ど

◎
ア
ド
バ
イ
ス

　

購
入
や
契
約
す
る
前
に
、
周
り

に
相
談
を
し
ま
し
ょ
う
。
高
齢
者

は
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
っ
て
も

気
付
か
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

地
域
ぐ
る
み
で
高
齢
者
を
見
守
り

ま
し
ょ
う
。

問
市
民
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
７
９
２
・
８
８
４
４

 ◆
魚
沼
市
ふ
る
さ
と
旅
行
券
事
業

　

市
内
宿
泊
施
設
に
割
引
で
宿
泊

で
き
る
ふ
る
さ
と
旅
行
券
事
業
を

実
施
し
ま
す
。

◎
事
業
内
容

◦
平
日
・
休
日
︙
宿
泊
料
金
の
半

額
で
最
大
１
０
、０
０
０
円
の
割
引

◦
土
曜
・
休
前
日
︙
宿
泊
料
金
の

半
額
で
最
大
５
、０
０
０
円
の
割
引

期
２
月
１
日
㈪
～
３
月

２０
日
㈰

 ◆
不
動
産
の
公
売
を
実
施
し
ま
す

　

不
動
産
を
入
札
で
公
売
し
ま

す
。
な
お
、
入
札
前
に
公
売
保
証

金
の
納
付
が
必
要
で
す
。

◎
不
動
産
の
所
在
等

・
魚
沼
市
大
沢
字
道
南

・
地
目
︙
雑
種
地

・
地
積
︙
３
９
０
㎡

・
見
積
価
額
︙
３
、６
９
０
、０
０
０
円

・
公
売
保
証
金
︙
３
７
０
、０
０
０
円

日
１
月

２９
日
㈮

１０
時
～

１０
時

１５
分

※
公
売
保
証
金
の
納
付
は
９
時

３０

分
～

１０
時

場
市
役
所
小
出
庁
舎

他
都
合
に
よ
り
公
売
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
公
売
物
件

の
詳
細
は
、
管
理
収
納
室
又
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

申
管
理
収
納
室

☎
７
９
２
・
１
１
２
２

 ◆
電
子
申
告（
ｅ
︲
Ｔ
Ａ
Ｘ
）

を
利
用
の
皆
さ
ま
へ

　

確
定
申
告
を
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
よ
り
電
子
申
告
さ
れ
て

い
る
人
で
、今
後
、個
人
番
号
カ
ー

ド
に
交
換
し
て
、
電
子
申
告
を
お

考
え
の
人
は
、
お
持
ち
の
カ
ー
ド

 ◆
地
下
水
位
の
観
測
地
点
を

増
設
し
ま
し
た

　

上
仲
町
・
佐
梨
地
区
に
加
え
て

今
冬
か
ら
中
原
・
吉
田
地
区
に
お

い
て
地
下
水
位
の
観
測
を
開
始
し

ま
し
た
。な
お
、観
測
結
果
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

◎
魚
沼
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

◦
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
→
お
役
立
ち

コ
ー
ナ
ー
→
地
下
水
位
・
地
盤
沈

下
観
測
デ
ー
タ

問
建
設
室　

☎
７
９
９
・
４
６
０
１

Ｈhttp://w
w

w
.city.uonum

a.n

iigata.jp/

１１月分ごみ量
問廃棄物対策室☎７９２・３０５５

種別 H27 H26 増減 ◦単位：トン
　（１トン未満四捨五入）
※前年同月比で燃やせる
ごみが増え、燃やせないご
みが減っています。燃やせ
るごみは「混ぜればごみ、
分ければ資源」となること
があります。分別にご協力
お願いします。※トン未満
は四捨五入してあります。

可燃ごみ 1,034 1,029 5
不燃ごみ 51 56 -5
大型ごみ 87 78 9
容器包装 14 13 1

古紙類 92 87 5
合　計 1,278 1,263 15

 ◆
所
得
申
告
参
考
資
料
を　

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す

　

平
成

２７
年
１
月
～

１２
月
ま
で
の

国
民
健
康
保
険
税
等
納
付
済
額

（
普
通
徴
収
分
）
の
お
知
ら
せ
を
、

「
所
得
申
告
参
考
資
料
」
と
し
て

１
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。

　

所
得
税
ま
た
は
市
県
民
税
の
申

告
を
す
る
人
は
、
社
会
保
険
料
控

除
を
受
け
る
際
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
申
告
相
談
会
場
に
来
場
す
る

人
は
会
場
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
税
務
室（
国
民
健
康
保
険
税
額
）

☎
７
９
２
・
９
７
５
１

介
護
福
祉
室
（
介
護
保
険
料
額
）

☎
７
９
２
・
９
７
５
５

健
康
増
進
室
（
後
期
高
齢
者
医
療

保
険
料
額
）

☎
７
９
３
・
７
９
７
１

制
度
・
手
続
き

 ◆
ふ
る
さ
と
納
税
の
感
謝
品

登
録
業
者
説
明
会

　

魚
沼
市
で
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
し
て
く
れ
た
人
に
感
謝
の
品
を

贈
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
感
謝
品
の
見
直
し
に
当
た

り
、
自
社
製
品
・
商
品
を
感
謝
の

品
と
し
て
登
録
し
た
い
と
考
え
て

い
る
業
者
様
向
け
に
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
１
月

１９
日
㈫

１５
時
～

１６
時

３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

問
ま
ち
づ
く
り
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
２

 ◆
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト

　

第
３
次
魚
沼
市
男
女
共
同
参
画

推
進
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

◎
閲
覧
方
法

期
１
月

２０
日
㈬
～
２
月

１９
日
㈮

場
企
画
政
策
室
、
北
部
振
興
事
務

所
、
各
市
民
セ
ン
タ
ー

◎
意
見
を
提
出
で
き
る
人

・
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・
市
内
の
事
務
所
又
は
事
業
所
に

勤
務
す
る
人

・
市
内
の
学
校
に
在
学
す
る
人

・
市
内
に
事
務
所
又
は
事
業
所
を
有

す
る
個
人
及
び
法
人
そ
の
他
団
体

・
計
画
等
に
利
害
関
係
を
有
す
る

個
人
又
は
法
人
そ
の
他
団
体

◎
意
見
の
提
出
方
法

　

所
定
の
用
紙
（
任
意
で
も
可
）

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
意

見
を
記
入
し
、
企
画
政
策
室
、
各

市
民
セ
ン
タ
ー
、
北
部
振
興
事
務

所
の
い
ず
れ
か
に
持
参
す
る
か
、

フ
ァ
ク
ス
、
電
子
メ
ー
ル
又
は
郵

送
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
氏
名
、
住
所
が
記
載
さ

れ
て
い
な
い
場
合
、
又
は
計
画
案

募
　
　
　
集

 ◆
湯
之
谷
地
域
芸
能
祭
出
演
者

日
３
月

１２
日
㈯

場
魚
沼
市
地
域
振
興
セ
ン
タ
ー

内
コ
ー
ラ
ス
、
舞
踊
、
民
謡
、
詩

吟
、
大
正
琴
、
カ
ラ
オ
ケ
、
バ
ン

 ◆
宅
地
分
譲
の
お
知
ら
せ　

　
（
残
り
３
物
件
）

◎
物
件
の
概
要

◦
わ
か
ば
団
地（
魚
沼
市
古
新
田
地
内
）

◦
地
目
︙
宅
地
、
用
途
指
定
︙
な
し

区
画
②
︙
面
積
２
５
７
・

６９
㎡

　
　

価
格
５
、８
８
５
、０
０
０
円

区
画
③
︙
面
積
２
４
８
・

０７
㎡

　
　

価
格
５
、６
６
５
、０
０
０
円

区
画
⑫
︙
面
積
２
６
０
・

１１
㎡

　
　

価
格
５
、９
４
０
、０
０
０
円

対
個
人
・
法
人
を
問
わ
ず

〆
先
着
順

他
・
名
義
変
更
等
の
経
費
は
す
べ

て
購
入
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
水
道
加
入
金
、
下
水
道
負
担
金

等
が
別
途
必
要
に
な
り
ま
す
。

・
申
込
書
類
は
財
政
室
で
配
布
し

ま
す
。

申
問
財
政
室
（
長
岡
地
域
土
地

開
発
公
社
魚
沼
事
業
所
）

☎
７
９
２
・
９
２
０
５

スマートファン無料アプリで
「市報うおぬま」を配信中！

※アプリ（無料）は、ＱＲコードをスキャンして、アップ
ルストアまたはグーグルプレイからダウンロードしてくだ
さい。市ホームページからもダウンロードできます。

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

https://www.facebook.comuonumacity

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

魚沼市公式フェイスブック
ホームページオープン

「食まち うおぬま」
魚沼の食に関する様々な情報を発信中！

http://www.shokumachi-uonuma.jp/

ＱＲコード

申
１
月

１５
日
㈮

１０
時
か
ら
開
始

※
魚
沼
市
観
光
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

他
事
前
に
宿
泊
施
設
へ
の
予
約
が

必
要
で
す
。

問
運
営
事
務
局（
魚
沼
市
観
光
協
会
）　

☎
７
９
２
・
７
３
０
０

に
関
す
る
意
見
以
外
は
受
け
付
け

ま
せ
ん
。
電
話
に
よ
る
受
付
及
び

回
答
は
い
た
し
ま
せ
ん
。

問
企
画
政
策
室　

☎
７
９
２
・
１
４
２
５

℻
７
９
３
・
１
０
１
６

Ｍkikaku@
city.uonum

a.niiga

ta.jp ◆「
宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク

ワ
ク
劇
場

ｉｎ
魚
沼
」　　

第
３
部
出
演
者
募
集　

◎
公
開
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
日

日
２
月
２１
日
㈰

１４
時
か
ら　

場
小
出
郷
文
化
会
館

内
３
月

２０
日
㈰
に
行
わ
れ
る
「
宝

く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク

ｉｎ
魚

沼
」
の
第
３
部
ほ
の
ぼ
の
コ
メ

デ
ィ
劇
場
で
吉
本
新
喜
劇
メ
ン

バ
ー
と
共
演
す
る
出
演
者
を
募
集

し
ま
す
。

・
司
会
進
行
︙
マ
ヂ
カ
ル
ラ
リ
ー

対
ど
な
た
で
も
（
年
令
・
性
別
の

制
限
な
し
）

〆
２
月
７
日
㈰

※
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に

て
ご
応
募
く
だ
さ
い

￥
無
料

◎
宝
く
じ
ふ
る
さ
と
ワ
ク
ワ
ク
劇

場
ｉｎ
魚
沼

日
３
月

２０
日
㈰

￥
前
売
２
、０
０
０
円

他
主
催
：
魚
沼
市
・
新
潟
県
・（
一

財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

問
小
出
郷
文
化
会
館

☎
７
９
２･

８
８
１
１

ド
等
（
１
団
体

１０
分
以
内
）

〆
１
月

２４
日
㈰

他
申
込
書
等
の
書
類
は
事
務
局
に

あ
り
ま
す
。

問
湯
之
谷
地
域
芸
能
祭
事
務
局

（
魚
沼
市
小
出
郷
文
化
会
館
内
）

☎
７
９
２
・
８
８
１
１

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
個
人
番
号
カ
ー

ド
に
、
対
応
す
る
か
確
認
が
必
要

で
す
。

　

現
在
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の「
公

的
個
人
認
証
サ
ー
ビ
ス
ポ
ー
タ
ル

サ
イ
ト
」
に
お
い
て
、
個
人
番
号

カ
ー
ド
に
対
応
し
て
い
る
カ
ー
ド

リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
が
公
開
さ
れ
て
お

り
ま
す
の
で
、
事
前
に
確
認
さ
れ

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
税
務
室

☎
７
９
２
・
９
７
５
１
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◦応募資格　・平成２８年４月１日現在、年齢６５歳未満で各募集に掲げる資格等を有する人
　　　　　　 ･ 障害者等手帳の交付を受けている人は、上記の応募資格を満たし、自力により通勤ができ、かつ、介護
　　　　　　　者なしに勤務が可能な人
◦任用期間　平成２８年４月１日～平成２９年３月３１日
◦社会保険等　№１～１４…社会保険・雇用保険加入、№１５…雇用保険加入
◦試 験　面接選考（応募状況により、書類選考を行う場合があります。）
　　　　　　日 2 月中旬実施予定　他詳細は応募者へ別途連絡します。
◦申込方法　所定の申込書に希望の募集番号等を記載し、市販の履歴書等を添えて総務管理室（小出庁舎２階）へ提出ま
　　　　　　たは郵送してください。申込書は総務管理室に用意してあります。（市ホームページからもダウンロードで
　　　　　　きます。）なお、複数申込みする場合は、申込数分の申込書と市販の履歴書を提出してください。
　　　　　　提出された履歴書等は返却しませんので、あらかじめご了承ください。
　　　　　　＜郵送先＞〒 946-8601 小出島１３０番地１総務課総務管理室
◦申込締切　１月２５日㈪（郵送の場合は、締切日必着）

募集
番号 障害者 職 種 勤務地 業務内容 勤務時間等 休 日 賃金予定額 採用

予定
資格

経験等

1 ○ 事務
補助員

小出庁舎
または

堀之内・
広神庁舎

窓口総合案内、
事務補助

8:30 〜 16:15
9:30 〜 17:15

「早番・遅番
交代制」

（週 33 時間 45 分）

土・日
祝祭日

月額
１２６，０００円 １人 パソコン操作がで

きる人

2 ○ 事務
補助員

広神庁舎
農林課

（農林室）

事務補助
「電話・受付対応、書

類 の 作 成・ 整 理（ 書
類はパソコンを使用
して作成します。）」

8:30 〜 16:15
（週 33 時間 45 分）

土・日
祝祭日

月額
１２６，０００円 １人

普通自動車運転免
許（AT 限定可）、
パソコン操作がで
きる人

3 ○ 施設
管理員 寿和温泉

市営温泉施設の施設
管 理「 接 客 業 務 及 び
清掃業務等」

8:30 〜 14:30
8:30 〜 16:15

10:00 〜 17:45
12:00 〜 19:45
12:30 〜 20:15

（週 33 時間 45 分）

シフト制 月額
１３７，１００円 １人 不　問

4 図書館
司書 市立図書館

図書館業務
「図書館行事の企画・

運 営、 絵 本 等 の 読 み
聞かせ、図書の貸出・
返却、資料調査等」

8:30 〜 15:30
10:00 〜 17:00
13:00 〜 19:00
( 週 30 時間）

シフト制 月額
１１９，５００円 １人

普通自動車運転免
許、パソコン操作
ができる人、司書
資格所有者が望ま
しい

5 ○ ＩＣＴ
支援員

堀之内庁舎
学校教育課

（必要に応じ
て市内小中学

校を巡回）

パソコン操作等の質
問に関する電話対応
及び現地対応、ICT 機
器等を活用した授業
支援・校務支援等

9:30 〜 17:15
（週 33 時間 45 分）

土・日
祝祭日

月額
１７９，７００円
（教員免許有）
１７０，８００円
（教員免許無）

１人

原則として教員免
許、普通自動車運
転免許、情報処理
関係資格保持者が
望ましい

6 ○ 庁務員 市 内 保 育 園、
小・中学校

施設管理、文書収受、
そ の 他 校 長・ 施 設 長
の指示による業務

日 6 時間 45 分
（週 33 時間 45 分）

土・日
祝祭日

月額
１２７，８００円 １人

自 動 車 運 転 免 許
（中型以上、AT 限

定不可）、施設に
より危険物取扱主
任免許資格を有す
人が望ましい

平成２８年４月採用　非常勤一般職員募集 申問総務管理室
☎７９２・９２０３

※障害者欄に「○」のある職種は、優先的に障害者雇用を実施する予定です。

募集
番号 障害者 職 種 勤務地 業務内容 勤務時間等 休 日 賃金予定額 採用

予定
資格

経験等

7 介助員 市立小学校
個別支援が必要な特別
支援学級等の児童の支
援、その他校長・施設
長等の指示による業務

日 6 時間 45 分
（週 33 時間 45 分）

夏休み期間中休業
有（休業補償有）

土・日
祝祭日

月額
１３４，４００円 ２人 不　問

8 調理員
市 内 保 育 園、
小・中学校の
給食調理施設

給食調理業務、その他
校長・施設長等の指示
による業務

日 6 時間 45 分
（週 33 時間 45 分）

夏休み期間中休業
有（休業補償有）

土・日
祝祭日

月額
１２３，７００円

から
３人 不　問

9 集落
支援員

湯之谷庁舎
企画政策課

（まちづくり室）
自治会、コミュニティ
協議会等と連携した地
域の集落支援業務

9:00 〜 16:45
（夜間・土日・祝

祭日の時間外
勤務有）

土・日
祝祭日

月額
１３９，６００円 ２人

普通自動車運転
免許、パソコン
操作ができる人

10 ○ 宿直
代行員 小出庁舎 電話及び来客対応（戸

籍受付含む）、庁舎管理

土・日、祝祭日、
年末年始の

17:00 〜 8:30
（月 20 回程度）

ー 回額
８，４１０円 ３人 不　問

11 技術
補助員

小出郷
文化会館

舞台・音響・照明補助
業務、企画運営、窓口
対応等事務

9:30 〜 17:15
週５日 シフト制 月額

１２７，８００円 ３人

普 通 自 動 車 運 転
免許、舞台・照明・
音 響 資 格 者 ま た
は 経 験 者 が 望 ま
しい

12 施設
管理員

エコプラント
魚沼 受付業務、施設管理

7:30 〜 15:15
14:15 〜 22:00

（週 33 時間 45 分）
シフト制 月額

１６４，８００円 １人

普通自動車運転免
許、大型特殊免許、
フォークリフト作
業免許を有する人

（危険物取扱者の
資格を有する人は

加算有）

13 作業員 エコプラント
魚沼

不燃、大型ごみ
手選別解体作業等

8:00 〜 15:30
10:30 〜 18:00

（週 32 時間 30 分）
シフト制 月額

１２７，１００円 ２人
健康に自信のあ
る人（大型特殊
免許等資格を有

する人は加算有）

14 ○ 施設
管理員

湯之谷老人
福祉センター

施設管理業務
「電話受付及び予約簿・

日誌等の書類記入、施
設使用料の収受管理、
施設内外清掃・除草等、
自治会との連絡調整業
務」

13:00 〜 17:00
（週 20 時間）

土・日
祝祭日

月額
７５，８００円 １人 防火管理者

15 ○ 日直
代行員 守門庁舎 電話及び来客対応（戸

籍受付含む）、庁舎管理

8:30 〜 17:15
土・日、祝祭日
（月平均４〜

５回程度）
ー 回額

６，２８０円 ２人 不　問

生
涯
学
習
・
公
民
館

問
小
出
郷
図
書
館

☎
７
９
２
・
０
３
３
７

 ❶
０
～
３
才
向
け
だ
っ
こ
で

お
は
な
し

日
１
月

２２
日
㈮

１０
時

３０
分
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
同
じ
年
頃
の
お
友
だ
ち
と
一
緒

に
絵
本
や
手
遊
び
を
楽
し
み
ま
し

ょ
う
。
絵
本
「
く
つ
く
つ
あ
る
け
」、

大
型
絵
本
「
こ
ろ
こ
ろ
こ
ろ
」
な
ど

対
０
才
か
ら
入
園
前
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

 ❷
赤
ち
ゃ
ん
に
は
じ
め
て
の
絵
本
を

１
月
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

内
読
み
聞
か
せ
の
方
法
な
ど
を
話

し
ま
す
（
絵
本
２
冊
プ
レ
ゼ
ン

ト
）。
１
組

１０
分
程
度
で
す
。

対
平
成

２７
年
１
月
生
ま
れ
の
赤

ち
ゃ
ん
と
保
護
者

持
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
パ
ッ
ク
引
換
書

ど
ち
ら
か
都
合
の
よ
い
日
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い

20
日
㈬

１３
時
～

１４
時

３０
分

子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー

ぱ
ぴ
ぷ

23
日
㈯

１０
時
～

１２
時

広
神
図
書
館

和
室

 ❸
絵
本
の
読
み
聞
か
せ　
　

お
は
な
し
が
い
っ
ぱ
い

日
１
月

１６
日
㈯

１１
時
か
ら

場
小
出
郷
図
書
館

内
絵
本
「
ね
ー
ね
ー
の
し
っ
ぽ
」

「
さ
る
・
る
る
る
」
紙
芝
居
「
よ

い
し
ょ
よ
い
し
ょ
」
な
ど

対
幼
児
、
小

学
生
と
そ
の

保
護
者

 ◆
作
っ
て
楽
し
い
米
粉
ク
ッ

キ
ン
グ

〇
簡
単
美
味
し
い
米
粉
料
理

日
２
月
４
日
㈭

１０
時
～

１３
時

３０
分

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
米
粉
ケ
ー
ク
サ
レ
（
塩
の
ケ
ー

キ
）
フ
ラ
ン
ス
の
家
庭
料
理
を
作

り
ま
す
。

講
高
橋
美
穂
さ
ん

対
ど
な
た
で
も

定
先
着

１５
人
￥
７
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

〆
１
月

２９
日
㈮

申
小
出
北
部
公
民
館

☎
７
９
２
・
５
３
３
６
（
平
日
９

時
～

１６
時
）

■詳しい勤務条件等はお問合せください



information お知らせ版

 ◆
海
技
免
状
更
新
講
習
会

日
２
月
２１
日
㈰

１３
時
～

１５
時

※
受
付

１２
時

３０
分

内
小
型
船
舶
操
縦
士

対
有
効
期
限
が
平
成

２８
年
２
月
２１
日
か
ら
平
成

２９
年
４

月
３０
日
ま
で

※
免
状
の
紛
失
・
失
効
、
更
新
を
希

望
し
な
い
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

場
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
ヤ
ッ

コ
ム
（
ゆ
～
パ
ー
ク
薬
師
脇
）

￥
更
新
︙
１
０
、０
０
０
円

紛
失
・
失
効
︙
１
６
、５
０
０
円

〆
２
月

１０
日
㈬

◎
必
要
書
類
︙
①
更
新
講
習
受
講

等
申
込
書
、
②
証
明
写
真
（
３
・
５

ｃｍ
×
４
・
５

ｃｍ
裏
面
に
氏
名
記
入
）

持
更
新
す
る
免
状
、
更
新
費
用

他
身
体
検
査
で
不
合
格
に
な
っ
た

場
合
は
更
新
で
き
ま
せ
ん
。
視
力

の
弱
く
な
っ
て
い
る
人
は
眼
鏡
等

を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

問
奥
只
見
海
技
従
事
者
協
会
事
務

局
（
奥
只
見
観
光
（
株
）
冬
季
事

務
所
内
）（
小
出
島
９
３
８
番
地
）

☎
７
９
２
・
５
３
８
４
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 ◆
平
成

２８
年
度
国
民
健
康
保

険
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
費

用
助
成
に
つ
い
て

　

魚
沼
市
国
民
健
康
保
険
の
被
保

険
者
を
対
象
に
指
定
健
診
機
関
で

の
一
日
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
助

成
し
ま
す
。

　

く
わ
し
く
は
、
今
号
に
折
り
込

み
の
案
内
チ
ラ
シ
（
黄
色
）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

 ◆
精
神
保
健
福
祉
相
談
会

　

眠
れ
な
い
、気
分
が
落
ち
込
む
、

ひ
き
こ
も
り
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
物

忘
れ
等
の
相
談
。

日
１
月

２９
日
㈮

１３
時
～

１４
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

内
中
島
悦
子
先
生
（
中
島
脳
外
科

内
科
医
院
）
に
よ
る
個
別
相
談
。

※
精
神
科
に
通
院
中
の
人
は
主
治

医
の
了
解
が
必
要
で
す
。　

対
本
人
ま
た
は
家
族

定
２
人

￥
無
料

〆
１
月

２２
日
㈮

申
健
康
増
進
室

☎
７
９
２
・
９
７
６
３

 ◆
お
む
つ
に
係
る
医
療
費
控
除

　

確
定
申
告
で
お
む
つ
に
係
る
医
療

費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
次
の
い
ず

れ
か
の
書
類
の
添
付
が
必
要
で
す
。

①
は
じ
め
て
お
む
つ
に
係
る
医
療

費
控
除
を
受
け
る
人
は
、
医
師
が

発
行
す
る「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」

②
２
年
目
以
降
の
人
は
、①
の「
お

む
つ
使
用
証
明
書
」
ま
た
は
市
長

が
発
行
す
る
「
主
治
医
意
見
書
記

載
内
容
証
明
書
」

他
②
の
「
主
治
医
意
見
書
記
載
内

容
証
明
書
」
を
希
望
す
る
人
は
左

記
に
よ
り
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※
た
だ
し
「
主
治
医
意
見
書
記
載

内
容
証
明
書
」
は
、
要
介
護
認
定

時
の
介
護
保
険
主
治
医
意
見
書
で

寝
た
き
り
状
態
が
続
き
、
尿
失
禁

の
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
確
認
で

き
な
い
場
合
は
発
行
で
き
ま
せ
ん
。

申
介
護
福
祉
室
又
は
各
市
民
セ
ン

タ
ー
等
の
窓
口

問
介
護
福
祉
室
（
主
治
医
意
見
書

記
載
内
容
証
明
書
関
係
）

☎
７
９
２
・
９
７
５
５

小
千
谷
税
務
署
（
医
療
費
控
除
）

☎
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

健
康
・
福
祉

ミ 

ニ 

情 

報

 ◆
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

等
に
お
け
る
確
定
申
告
の

ご
案
内

　

平
成

２７
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
を

利
用
し
た
人
が
住
宅
借
入
金
等
特

別
控
除
等
の
適
用
を
受
け
る
場
合

は
、
次
の
要
領
で
確
定
申
告
を
し

て
く
だ
さ
い
。

対
平
成

２７
年
中
に
住
宅
ロ
ー
ン
等

を
利
用
し
て
、
マ
イ
ホ
ー
ム
の
新

築
や
購
入
（
中
古
住
宅
を
含
む
）、

認
定
長
期
優
良
住
宅
・
認
定
低
炭

素
住
宅
の
新
築
や
購
入
、
増
改
築

工
事
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修
工
事

又
は
省
エ
ネ
改
修
工
事
を
し
た
人

で
、
一
定
の
要
件
に
該
当
し
、
所

得
税
の
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除

等
を
受
け
る
人

日
２
月

１６
日
㈫
～
３
月

１５
日
㈫

９
時
～

１６
時
※
土
日
は
除
く
。

場
小
千
谷
市
総
合
産
業
会
館
サ
ン

プ
ラ
ザ
（
小
千
谷
市
城
内
一
丁
目

８
番

２５
号
）

持
①
家
屋
の
登
記
事
項
証
明
書

②
工
事
請
負
契
約
書
等
で
取
得
対

価
が
分
か
る
書
類
の
写
し

③
住
民
票
の
写
し
（
原
本
）

④
借
入
金
の
年
末
残
高
証
明
書

⑤
増
改
築
等
の
場
合
は
建
築
確
認

 ◆
毎
年
１
月

２６
日
は
、「
文

化
財
防
火
デ
ー
」
で
す

　

文
化
財
防
火
デ
ー
は
、
昭
和
２４

年
１
月
２６
日
に
、
現
存
す
る
世
界

最
古
の
木
造
建
造
物
で
あ
る
法
隆

寺
（
奈
良
県
斑
鳩
町
）
の
金
堂
が

炎
上
し
、
壁
画
が
焼
損
し
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

市
の
貴
重
な
文
化
財
を
焼
失
か

ら
守
る
た
め
「
み
ん
な
で
守
ろ
う

文
化
財
」
を
合
言
葉
に
「
火
の
用

心
」の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
目
黒
邸
防
火
訓
練

日
１
月

２６
日
㈫
（
予
定
）

問
生
涯
学
習
課

☎
７
９
４
・
６
０
７
３

 ◆
市
民
イ
ン
ド
ア　
　
　
　

　

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
２
月
７
日
㈰
９
時
か
ら

場
堀
之
内
体
育
館

内
一
般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の

部
（
高
校
生
以
上
）

対
・
ペ
ア
の
片
方
、
又
は
両
方
が

市
内
に
在
学
、
在
勤
、
在
住
す
る

人
で
審
判
の
で
き
る
人

・
魚
沼
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
に

在
籍
す
る
人

￥
１
人
５
０
０
円

〆
１
月

２５
日
㈪

他
・
各
種
別
３
位
ま
で
表
彰
し
ま
す
。

・
組
み
合
わ
せ
発
表
は
当
日
行
い

ま
す
。

・
ペ
ア
で
の
参
加
又
は
１
人
で
の

参
加
も
可
能
で
す
。
た
だ
し
、
１

人
で
参
加
の
場
合
の
ペ
ア
は
大
会

事
務
局
に
て
調
整
し
ま
す
。

申
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
協
会
・
大
平

☎
℻
７
９
２
・
５
５
２
４

 ◆「
ス
イ
ー
ツ
キ
ャ
ン
ド
ル

作
り
教
室
」
結
の
灯
り
実

行
委
員
会

日
１
月

２３
日
㈯

１３
時
～

１４
時

３０
分

場
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
つ

な
ご
て
」（
本
町
１
丁
目
２
番
地
）　　

内
ケ
ー
キ
や
ク
ッ
キ
ー
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
可
愛
い
キ
ャ
ン
ド
ル
を
作

り
ま
せ
ん
か
。

　

作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
は
、
当
日

お
持
ち
帰
り
で
き
ま
す
。　

定
１０
人　

￥
１
、０
０
０
円

持
エ
プ
ロ
ン
・
手
袋(

火
傷
防

止)

・
作
品
を
持
ち
帰
る
袋

〆
１
月

２０
日
㈬

他
１０
歳
以
下
の
お
子
様
が
ご
参
加

の
場
合
は
、
保
護
者
の
同
伴
が
必

要
で
す
。

申
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
魚
沼
交
流
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク（
月
～
土
曜

１０
時
～

１７
時
）

☎
７
９
２
・
１
３
３
６

℻
７
９
３
・
７
８
６
８

済
証
の
写
し

⑥
公
共
機
関
か
ら
補
助
金
が
あ
る

場
合
は
、
そ
の
金
額
が
分
か
る
書
類

⑦
認
定
長
期
優
良
住
宅
、
低
炭
素

住
宅
の
場
合
は
、
住
宅
用
家
屋
証

明
書

他
敷
地
も
併
せ
て
購
入
し
た
場
合

は
、
次
の
書
類
も
必
要
で
す
。

①
土
地
の
登
記
事
項
証
明
書

②
土
地
の
売
買
契
約
書
等
の
写
し

③
土
地
に
係
る
年
末
残
高
証
明
書

◦
連
帯
債
務
で
複
数
の
人
が
控
除

を
受
け
る
場
合
は
、
各
々
に
書
類

を
揃
え
て
く
だ
さ
い
。

◦
認
定
長
期
優
良
住
宅
・
認
定
低

炭
素
住
宅
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
改
修

◦
省
エ
ネ
改
修
・
耐
震
改
修
工
事

の
場
合
は
、
住
宅
ロ
ー
ン
を
利
用

し
て
い
な
く
て
も
該
当
す
る
控
除

が
あ
り
ま
す
。

※
来
場
の
際
は
、
市
報
う
お
ぬ
ま

１
月

１０
日
号
（
今
号
）
の

１０
ペ
ー

ジ
に
掲
載
の
「
申
告
に
必
要
な
も

の
」を
全
て
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
小
千
谷
税
務
署（
自
動
音
声
案
内
）

☎
０
２
５
８
・
８
３
・
２
０
９
０

 ◆
新
潟
県
の
最
低
賃
金
が
改

正
さ
れ
ま
し
た

　

使
用
者
も
労
働
者
も
必
ず

チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金

◎
新
潟
県
最
低
賃
金

・
最
低
賃
金
︙
７
３
１
円
（
時
間
）

・
効
力
発
生
日
︙
平
成

２７
年

１０
月

３
日
㈯

◦
新
潟
県
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・

電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

・
最
低
賃
金
︙
８
３
８
円
（
時
間
）

・
効
力
発
生
日
︙
平
成

２７
年

１２
月

２０
日
㈰

◦
新
潟
県
各
種
商
品
小
売
業

・
最
低
賃
金
︙
７
８
９
円
（
時
間
）

・
効
力
発
生
日
︙
平
成

２７
年
１
２

月
１７
日
㈭

◦
新
潟
県
自
動
車
（
新
車
）、
自

動
車
部
分
品
・
付
属
品
小
売
業

・
最
低
賃
金
︙
８
４
３
円
（
時
間
）

・
効
力
発
生
日
︙
平
成

２７
年

１２
月

２０
日
㈰

問
新
潟
労
働
局
賃
金
室

☎
０
２
５
・
２
８
８
・
３
５
０
４

小
出
労
働
基
準
監
督
署

☎
７
９
２
・
０
２
４
１

催
　
　
　
し

 ◆「
２
０
１
５
信
濃
川
・
大

河
津
分
水
写
真
コ
ン
テ
ス

ト
」
入
賞
作
品
展
示

期
１
月
20
日
㈬
～
１
月
25
日
㈪

※
最
終
日
は
正
午
ま
で

場
交
流
セ
ン
タ
ー
「
見
晴
ら
し
の

湯
こ
ま
み
」

問
建
設
室

☎
７
９
９
・
４
６
０
１

問 危機管理室　☎ ７９２・９２１４

希望者に防災ラジオ（受信機）を配付しています

（エフエム魚沼８１. ４ＭＨｚ）

随時受付中

　市では引き続き防災ラジオ（受信機）の貸与を行っています。お申し込みがまだの人は、
申請書に必要事項を記入のうえお近くの市役所各庁舎へ提出してください。
　貸与は、原則１世帯につき１台となります。
　なお、転出・転居される場合は届出が必要となります。（不用になった場合は返却をお願いします。）

※申請書は、市役所各庁舎にあるほか、市ホームページからダウンロードできます。

【防災ラジオの申請方法】
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 １月 16 日～３１日 行事カレンダー

16 土 おはなしがいっぱい（11:00/ 小出郷図書館）

17 日

日曜窓口（8:30 ～ 12:00 小出庁舎）
日曜なんでも相談会・要予約
 （8:30/ 市民相談センター）
短歌教室（10:00/ 宮柊二記念館）
短歌セミナー（13:00/ 宮柊二記念館）

18 月

19 火

20 水 ブックスタート (13:00/ 子育て支援センターぱぴぷ）

21 木 プラネタリウム定期投影（19:00/ 堀之内公民館）

22 金 だっこでおはなし（10:30/ 小出郷図書館）

23 土 ブックスタート (10:00/ 広神図書館）

24 日

25 月

26 火 文化財防火デー目黒邸防火訓練（10:00/ 目黒邸）

27 水

28 木 年金相談日（10:00～15:00/小出ボランティアセンター）
要予約：長岡年金事務所☎ 0258･88･0006

29 金

30 土

31 日

乳幼児健診
種類 対象生年月日 期日 受付 会場

乳児（４か月児）平成 27 年 10 月 18 日㈭

13:00
〜

13:15

子育て支援セ
ンターぱぷぷ

1 歳６か月児 平成 26 年７月 ３日㈬
湯之谷

保健
センター

２歳児 H26.1.1 〜 2.11 10 日㈬

３歳児 平成 25 年２月 17 日㈬

持・母子健康手帳　・問診票
他・日程変更のご希望の場合は、事前にご連絡ください。
　・感染症にかかっている、またはその疑いがある場合
　　はご連絡のうえ、治ってからお越しください。

子育て支援センターぱぴぷ会場
名　称 日　時 内　容

広場開放 月〜金 9:00 〜 16:00 自由遊びなど
ぴよぴよタイム 月〜金 10:45 〜 11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 26 日㈮ 10:45〜 11:00 対２月生まれ
土曜開放 毎週土曜 9:00 〜11:30 広場を開放します

身長・体重計測 毎週月曜 9:00 〜 12:00 ／ 13:00 〜 15:00

身長・体重計測
（栄養士同席）

   8 日㈪
 15 日㈪

10:00 〜　
11:30

離乳食や食事の相
談ができます。

・午後から閉館する場合があります。
・詳細は「月のおたより」をご覧ください。

堀之内なかよし保育園会場
名　称 日　時 内　容

広場開放 月〜金9:00 〜 15:00 自由遊びなど
わくわくタイム 月〜金10:45〜11:00 手遊び・ふれあい体操

誕生会 16 日㈫ 10:45〜11:00 対２月生まれ

身長・体重計測 16 日㈫   9:00 〜 12:00

すくすく広場（出張親子ふれあい広場）  
会　場 日　時 内　容

守門健康センター
２月はお休みです。

入広瀬保健センター

子育て支援センター2月 問健康増進室
☎ 792・9763

2月 児幼 健 診 等乳

離乳食講習会・１歳よちよち教室
事業名 対象（対象外でも可） 期日 受付 会場

離乳食講習会
ステップ１

H27 年 11 月生の
乳児の養育者

２日
㈫ 9:30

〜
9:45

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

離乳食講習会
ステップ２

H27 年７月生の
乳児の養育者

９日
㈫

離乳食講習会
ステップ３

H27 年４月生の
乳児の養育者

22 日
㈪

13:30
〜

13:45
1 歳

よちよち教室
（親子遊び、
歯磨きなど）

平成 27 年２月生 23 日
㈫

9:15
〜

9:30

持母子健康手帳◎育児相談は、各会場で随時受け付けています。

・個人通知はありません。乳幼児健診等のご案内、
市ホームページにも掲載しています。

問子育て支援センター
☎ 792・6356

親子ふれあい広場

 ◆
男
の
料
理
サ
ロ
ン（
８
回
目
）

日
１
月

２０
日
㈬

１０
時
～

１３
時

場
小
出
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ァ
セ
ン
タ
ー

内
簡
単
・
楽
し
い
男
性
の
料
理
サ

ロ
ン

持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
筆
記
用
具

￥
７
０
０
円

〆
１
月

１５
日
㈮

申
ま
め
な
会
（
社
協
内
・
坂
大
）

☎
７
９
２
・
８
１
８
１

 ◆
在
職
者
訓
練
「
建
築
Ｃ
Ａ

Ｄ
製
図
２
（
製
面
図
・
立

面
図
の
作
成
）
講
習
会
」

日
２
月
８
日
㈪
、
９
日
㈫
９
時
～

１６
時
（
２
日
間
）

場
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

（
堀
之
内
３
３
３
５
番
地
１
）

内
Ｊ
ｗ
︲
ｃ
ａ
ｄ
の
操
作
確
認
と

木
造
住
宅
の
伏
図
、
断
面
図
、
立

面
図
の
作
成
方
法
に
つ
い
て
習
得

し
ま
す
。

定
１０
人

￥
２
、４
０
０
円

※
「
Ｊ
ｗ
︲
ｃ
ａ
ｄ
で
学
ぶ
建
築

製
図
の
基
本
（
発
行
：
㈱
エ
ク
ス

ナ
レ
ッ
ジ
）」
を
ご
持
参
下
さ
い
。

申
新
潟
県
立
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

℻
７
９
４
・
２
４
１
１

 ◆
ク
リ
エ
ー
タ
ス
キ
ル
修
得

科
２
月
入
校
生
募
集

期
２
月

１９
日
㈮
～
５
月

１８
日
㈬

８
時

５０
分
～

１５
時

１０
分
（
平
日
）

場
目
黒
総
合
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
（
堀
之

内
２
７
１
８
番
地
６
）

対
Ｗ
ｅ
ｂ
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｄ
Ｔ
Ｐ
及
び
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
関
す
る
知
識
、
技
能
、
技

 ◆
Ｇ
７
新
潟
農
業
大
臣
会
合

の
開
催
に
つ
い
て

　

新
潟
県
警
察
で
は
、
４
月
朱
鷺

メ
ッ
セ
で
開
催
さ
れ
る
Ｇ
７
新
潟

農
業
大
臣
会
合
及
び
主
要
国
首
脳

会
議
（
伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
）
に

備
え
て
警
備
の
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

日
４
月

２３
日
㈯
～

２４
日
㈰

場
朱
鷺
メ
ッ
セ
（
新
潟
市
中
央
区

◎
県
民
の
皆
さ
ん
へ
お
願
い

◦
サ
ミ
ッ
ト
警
備
に
関
す
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◦
不
審
者
・
不
審
物
の
発
見
時
に

は
早
期
の
通
報
を
お
願
い
し
ま

す
。

問
新
潟
県
警
察
本
部
警
備
第
２
課

サ
ミ
ッ
ト
警
備
対
策
室

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
０
１
１
０

小
出
警
察
署

☎
７
９
３
・
０
１
１
０

 ◆
海
の
「
も
し
も
」
は　
　

　
　
　

１
１
８
番

　

毎
年
１
月

１８
日
は
「
１
１
８
番

の
日
」
で
す
。
１
１
８
番
は
、
海

上
保
安
庁
の
緊
急
通
報
用
電
話
番

号
で
す
。
海
上
に
お
け
る
事
件
・

事
故
な
ど
次
の
よ
う
な
場
合
に
通

報
し
て
く
だ
さ
い
。

①
海
難
や
人
身
事
故
に
遭
遇
し

た
、
ま
た
は
目
撃
し
た
。

②
油
の
排
出
等
を
発
見
し
た
。

③
見
慣
れ
な
い
船
や
不
審
な
船
を

発
見
し
た
。

④
密
航
・
密
輸
事
犯
等
の
情
報
を

得
た
。

◦
「
い
つ
」、「
ど
こ
で
」、「
な
に

が
あ
っ
た
か
」
な
ど
簡
潔
に
落
ち

着
い
て
通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

問
第
九
管
区
海
上
保
安
本
部

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
０
１
１
８

 ◆
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
特
別
電

話
相
談「
若
者
１
１
０
番
」

◎
く
ら
し
の
相
談

　

１
月
～
２
月
は
悪
質
商
法
被
害

防
止
共
同
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
す
。

日
１
月
２１
日
㈭
～
２２
日
㈮
９
時
～
１８
時

内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
・
マ
ル
チ
商
法
・
ク
レ
ジ
ッ
ト

契
約
等
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
に
関
す

る
電
話
相
談

問
新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
９
６

術
を
習
得
し
、
就
職
を
希
望
す
る
人

定
１０
人

￥
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
等
は
自
己

負
担
に
な
り
ま
す
。）

〆
１
月

２８
日
㈭

申
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
こ
い
で

問
県
立
魚
沼
テ
ク
ノ
ス
ク
ー
ル

☎
７
９
４
・
２
４
１
０

℻
７
９
４
・
２
４
１
１

 ◆
に
い
が
た
県
政
出
前
講
座

◎
県
政
出
前
講
座
の
ご
案
内

内
福
祉
、
環
境
、
教
育
な
ど
生
活

に
密
着
し
た
分
野
や
、
県
が
重
点

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
施
策
な

ど
、
１
０
０
を
超
え
る
テ
ー
マ
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　

概
ね

２０
人
以
上
が
参
加
す
る
集

会
等
に
県
職
員
が
出
向
き
、
県
の

事
業
や
施
策
な
ど
を
分
か
り
や
す

く
説
明
い
た
し
ま
す
。

〆
開
催
希
望
日
の
１
か
月
前

他
講
座
の
概
要
申
込
先
を
記
載
し

た
「
講
座
テ
ー
マ
一
覧
表
」
や
申

込
書
は
、
県
庁
受
付
ま
た
は
各
地

域
振
興
局
で
入
手
で
き
る
ほ
か
、

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
案
内
し
て

い
ま
す
。

問
新
潟
県
広
報
公
聴
課

☎
０
２
５
・
２
８
０
・
５
０
１
３

 ◆
楽ら

く

語ご

い
講
座  

住
民
オ
ー

プ
ン
講
座
の
ご
案
内

　

み
な
さ
ん
で
た
ば
こ
に
つ
い
て

も
う
一
度
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
１
月

２７
日
㈬

１８
時
～

１９
時

場
市
立
小
出
病
院

演
た
ば
こ
と
健
康

講
布
施
克
也
先
生
（
地
域
医
療
魚
沼

学
校
校
長
・
市
立
小
出
病
院
院
長
）

新
潟
大
学
医
学
科
５
年
生

対
ど
な
た
で
も

￥
無
料

〆
１
月

２６
日
㈫

申
地
域
医
療
魚
沼
学
校
事
務
局

（
小
出
病
院
地
域
医
療
教
育
・
研

修
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
７
９
２
・
１
１
６
７

虐待かもと思ったら「いち・はや・く」児童相談所全国共通ダイヤルへ



きらり☆

             魚沼人
～ うおぬまびと ～

実
を
結
ん
で
い
き
ま
す
。
そ
し
て
、

こ
の
事
業
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
た

頃
、
若
手
メ
ン
バ
ー
の
心
に
同
じ
気

持
ち
が
芽
生
え
て
い
ま
し
た
。

　
「
こ
の
流
れ
を
次
に
つ
な
げ
て
い
き

た
い
。」
専
門
知
識
や
職
人
技
を
持
っ

た
各
店
主
が
「
教
授
」
と
な
り
、
お

客
様
に
き
め
細
か
く
対
応
し
、
教
授

同
士
が
連
携
し
商
店
街
を
演
出
す

る
「
魚
沼
職
人
大
學
」
は
こ
う
し
て

創
設
さ
れ
ま
し
た
。
初
代
学
長
に
は
、

杵
渕
さ
ん
が
就
任
し
ま
し
た
。

　

産
声
を
あ
げ
た
大
學
は
、
私
た

ち
に
ど
ん
な
講
義
を
開
い
て
く
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。「
大
型
店
や
ネ
ッ

ト
シ
ョ
ッ
プ
に
は
で
き
な
い
温
か
い

サ
ー
ビ
ス
が
個
店
に
は
あ
り
ま
す
。

個
店
が
輝
き
、
互
い
に
連
携
す
る
こ

と
で
可
能
性
は
広
が
り
ま
す
。で
も
、

月
１
回
の
会
合
で
は
ア
イ
デ
ィ
ア
が

出
す
ぎ
て
、
ま
と
め
る
の
が
大
変
な

ん
で
す
よ
。」
と
笑
う
若
き
学
長
の

嬉
し
い
悲
鳴
の
向
こ
う
に
、
力
強
く

頼
も
し
い
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
、
小
出
商
店
街
が
少
し

変
わ
っ
た
と
思
い
ま
せ
ん
か
。
店
舗

の
商
品
陳
列
や
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
の
工

夫
、七
夕
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
や
ハ
ロ
ウ
ィ

ン
ウ
ォ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
実

施
、
商
店
街
が
徐
々
に
洗
練
さ
れ

た
も
の
に
様
変
わ
り
し
て
き
て
い
ま

す
。
実
は
こ
れ
は
、
小
出
地
域
の
パ

ン
屋
や
バ
イ
ク
販
売
店
な
ど
の
異
業

種
１４
店
舗
の

１５
名
が
「
魚
沼
職
人

大
學
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
を
立
ち
上

げ
、
企
画
し
て
い
る
も
の
な
ん
で
す
。

「
活
気
が
あ
っ
た
商
店
街
が
、
シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
に
な
る
の
は
寂
し
い
限
り

で
し
た
。
各
店
舗
で
代
替
わ
り
し
た

若
手
た
ち
が
、
何
と
か
し
な
け
れ
ば

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。」

１０
年
ぶ
り

に
故
郷
の
魚
沼
に
戻
り
、
生
花
店

を
継
い
だ
杵
渕
豊
さ
ん
は
悶も
ん
も
ん々

と
し

た
日
々
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　

変
化
が
訪
れ
た
の
は
、
昨
年
行

わ
れ
た
繁
盛
店
づ
く
り
事
業
。「
お

客
様
は
何
を
求
め
店
に
や
っ
て
く
る

の
か
」「
ど
う
し
た
ら
心
地
よ
い
店

舗
空
間
を
演
出
で
き
る
の
か
」
参

加
し
た
店
主
た
ち
は
、
半
年
に
わ
た

る
研
修
で
お
客
様
目
線
に
立
っ
た
個

店
づ
く
り
を
徹
底
的
に
学
び
ま
す
。

そ
れ
は
次
第
に
お
客
様
の
反
応
や

売
上
増
と
い
っ
た
形
で
、
各
店
舗
で

魚沼職人大學の皆さん

魚 沼 職 人 大 學 の
フェイスブックで
は、楽しい教授や
お得な情報を紹介
しています。
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魚沼市はフリースタイルモトクロス（ＦＭＸ）ライダー
鈴木大助選手とのスポンサー契約を締結しました

　魚沼市とＦＭＸをイメージしたオリジナルロゴを、鈴木選手が

デザインし、このロゴと魚沼市の市章が、鈴木選手のウェアと

バイクに掲示されます。契約期間は今年１月１日から１２月３１

日までです。様々なイベントやテレビ番組等でパフォーマンスを

魅せ、世界で活躍する鈴木選手は、新潟県中越地震からの復興

を応援しようと、小出国際雪合戦で前代未聞の雪上ＦＭＸショー

を披露。その後も同僚のライダーたちとともに市内でイベントを

行ってきました。魚沼市は、これまでの取り組みに感謝し、更な

る活躍をサポートするとともに、新しい雪の文化を創造し、世界

に “ 魚沼市 ” と “ 雪国 ” の魅力を発信していきます。

Uonuma City Suzuki Daisuke×

鈴木  大助  選手

　

こ
の
度
、
魚
沼
市
様
に
私
の
Ｆ
Ｍ
Ｘ
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
と
て
も

光
栄
で
す
。
日
本
や
世
界
各
地
で
の
活
動

を
通
じ
て
、
魚
沼
市
を
Ｐ
Ｒ
し
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
応
援
し
て
く
だ
さ
い
。

問　観光振興室　☎７９２－９７５４

今
月
の
市
報
を
読
ん
で
答
え
よ
う
！
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市
報
ク
イ
ズ〠 946-8601　

住所：小出島 130-1
　総務課「市報クイズ係」 宛
ＦＡＸ：
　０２５－７９２－９５００
Ｅメール：
   reference@city.uonuma.niigata.jp

市報クイズの応募は
　　　　　　こちらまで

ＱＡ

次号の市報うおぬま（お知らせ版）の嘱託員への配布日は、１月２５日（月）です。

表
紙
の
写
真

編
集
後
記

　

表
紙
の
書
「
愛
」
の
背
景
写
真

を
撮
影
に
、

１２
月
の
貴
重
な
晴
れ

間
、
藤
権
現
山
へ
。
小
さ
な
頃
か

ら
何
度
も
登
っ
て
い
る
身
近
な
山

で
す
が
、写
真
を
撮
る
よ
う
に
な
っ

て
改
め
て
こ
の
場
所
か
ら
雄
大
な

越
後
三
山
を
見
る
と
、
撮
影
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
の
潜
在
力
に
気
づ
か

さ
れ
ま
す
。
新
緑
の
季
節
が
巡
っ

て
き
た
ら
、
ま
た
撮
影
し
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。

　

新
春
号
を
飾
る
に
相
応
し
い
書

を
小
出
高
校
へ
お
願
い
し
た
と
こ

ろ
、

２９
点
も
の
作
品
を
出
展
い
た
だ

き
ま
し
た
。
生
徒
の
思
い
の
詰
ま
っ

た
作
品
に
感
謝
し
き
り
で
す
。
紙
面

の
都
合
上
、
一
部
し
か
紹
介
で
き
な

い
の
は
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
が
、
市

民
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
楽
し
い
紙
面

を
つ
く
り
、
そ
の
ワ
ク
ワ
ク
感
が
市

報
か
ら
伝
わ
れ
ば
幸
い
で
す
。

　

市
民
参
加
の
広
報
へ
。
今
年
は

そ
ん
な
「
市
報
う
お
ぬ
ま
」
も
画

策
中
で
す
。（
Ｍ
）

　

正
解
者
の
中
か
ら
抽
選
で
「
５
０
０
円
分
図
書
カ
ー

ド
」
を
５
名
様
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。
答
え
と
市
報

の
感
想
等
を
お
書
き
の
う
え
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
、
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
１
月

２２

日
㈮
ま
で
に
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

①
１
月

１５
日

②
２
月
１
日

③
１２
月
１
日

本
人
通
知
制
度
の
事
前
登
録
は
今
年
の
い
つ

か
ら
始
ま
り
ま
す
か
？

田沢　正則　中家　　　　　９２歳
佐藤　正松　穴沢　　　　　９２歳
佐藤サクノ　横根　　　　　９０歳

吉田　サワ　小町　　　　　９５歳
平澤ミツエ　下新田　　　　９９歳
江口　トミ　下島一　　　１０３歳
鈴木　スギ　下島二　　　　９４歳
佐藤　国雄　田川　　　　　６１歳
角屋　一夫　和長島　　　　９１歳
滝沢　ヒデ　原一　　　　　９４歳
鈴木　初榮　魚野地　　　　７４歳
小川　シケ　日渡　　　　　９５歳
五十嵐文子　羽根川三　　　７９歳
並木　寅雄　羽根川三　　　９２歳
磯部　　健　四日町　　　　７９歳
神保　ソノ　向山　　　　　９３歳
関　ミツヱ　干溝　　　　　８５歳
南雲　武光　板木　　　　　７６歳
五十嵐春吉　十日町　　　　９３歳
佐藤　ミネ　金ケ沢　　　　９５歳
新島　リン　今泉　　　　　９７歳
山之内イセ　江口　　　　　８０歳
星野ヨシエ　山田　　　　　８３歳
関　　トラ　吉原　　　　　９０歳
櫻井　タミ　一日市　　　　９１歳

ご
め
い
ふ
く
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

佐藤　心
こ は る

晴　芳伸・夏穂　　　    小町
吉田　愛

あ ず な

絆　駿介・里江　堀之内稲荷町
武藤　湊

みなと

　　巧・瞳　　　　関下町
中村　眞

ま お

央　直樹・喬子　　大石一
中村　美

み ら い

来　光志・藍実　　大石二
武川　大

だ い ち

知　学・晶子　　　竜光一
山口こゆき　健治・友美　　　中原
瀧澤　　翔

しょう

　満 ・祐美子　　上ノ原
櫻井　瑛

え い た

太　大地・朋子　　七日市
大橋　杏

こ と

桃　雄太・真有子　七日市
武藤かれん　隆広・ゆかり　　吉田
山本　理

り お

央　雅・美由紀　　山田下
佐藤　　翼

つばさ

　章秀・綾子　西名新田
五十嵐陽

ひ な た

向　隆浩 ・久美子　　穴沢

※届出いただくときに、同意のあった方を掲載しています。（１１月２１日～１２月２０日届出分）ひとのうごき
お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

人口と世帯数（Ｈ２７．１２．１）

人口 うち外国人 増減
男 18,669   31 -20
女 19,532 129 -31
計 38,231 160 -51

世帯数 13,373   -8

　

前
回
の
正
解
は
、「
①
５
、７
０
０
人
」
で
し
た
。
当

選
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

榎
本　

紀
子
さ
ん

　

田
中
な
つ
紀
さ
ん

　

星
野　

ス
ミ
さ
ん

　

山
田　
　

毅
さ
ん

　

山
田　

フ
ミ
さ
ん



こ
の
広
報
紙
は
古
紙
パ
ル
プ
配
合
率

８０
％
の
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
紙
は
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

2424
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１２
月
６
日
㈰
旧
大
沢
小
学
校
（
湯
之

谷
地
域
・
平
成
８
年
閉
校
）
で
、
当
時
の

在
校
生
や
地
域
の
人
が
集
い
「
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
開
封
式
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
は
、
平
成
７
年

１２
月
に
大
沢
小
学
校
１
２
０
周
年
記
念

事
業
の
一
環
で
、
当
時
の
在
校
生
が

２０
年

後
の
自
分
に
宛
て
た
手
紙
な
ど
、
た
く
さ

ん
の
夢
や
思
い
を
詰
め
込
み

２０
年
間
の
眠

り
に
つ
き
ま
し
た
。

　

開
封
式
で
は
、
当
時
を
懐
か
し
む
人
や

そ
の
様
子
を
目
に
す
る
保
護
者
や
地
域
の

人
た
ち
に
も
笑
顔
が
広
が
っ
て
い
ま
し
た
。

児童絵画 №

132

「守門神社」
６年  榎　本　颯

そう

　耶
や

   さん

no.132ミニミニクッキング！
Good!

作り方

魚沼市食生活改善推進員協議会

材料（４人分）

「さかながいっぱい」
１年  山　田　 優

ゆう

   さん

今月は須原小学校の児童の作品です

白菜　　　　　大２枚　　  塩　　  小さじ１/ ２
鶏ひき肉　　１６０ｇ　　 豆乳　　　カップ２
サラダ油　　小さじ２　　 水　　　　カップ２　
酒　　　　　大さじ２         粗びき黒こしょう　少々
こしょう　　　　少々

白菜とひき肉の豆乳スープ（副菜）

①白菜は縦半分に切り、２cm 幅に切る。鍋にサラダ油
を入れ、中火で熱し、鶏ひき肉を入れてほぐしながら
炒める。肉の色が変わったら酒、水を加えて煮る。
②煮立ったら、火を弱めてアクを取り、塩、こしょう
を加えて、ふたをして７〜８分煮る。
③②に白菜を加えて混ぜ、ふたをして弱火で５分ほど煮る。
④③に豆乳を加えて混ぜ、弱めの中火にし煮立つ直前
で火を止める。
⑤器に盛り、お好みで粗びき黒こしょうを少々ふる。

＜食べ方と塩分の関係＞煮物（大根煮、煮魚、おでん、肉じゃが、
ぜんまい煮など）を１日に４品以上食べる人は、そうでない人に比
べて塩分を多めにとっている傾向があります。「油を使っていないし、
野菜だから体によい」と思っていると塩分とり過ぎになります。

エネルギー　166kcal　　たんぱく質　12.1 ｇ
　　炭水化物　7.1 ｇ　　脂質　9.0 ｇ　　塩分　0.9 ｇ

２０
年
間
の
眠
り
か
ら
目
を
覚
ま
す

当時の在校生と先生による記念撮影

タ
イ
ム
カ
プ
セ
ル
開
封
式

 

旧
大
沢
小
学
校
（
湯
之
谷
地
域
）


